
学校番号 3034 

令和 5年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「倫理」（東京書籍） 

副教材等 「最新 倫理資料集 テオーリア」（第一学習社）「倫理用語集」（山川出版社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「人間とは？」「私とは？」「生きるとは？」いう哲学的命題について、古代からの思想を概観し、

現代的課題である「社会」と「私」との関係について考える科目である。 

・現代社会に起こっているさまざまな問題について、みずから課題をみつけ、みずから考え、み

ずから主張できる力を養うことを授業の目的としたい。 

 

２ 学習の到達目標 

・一人の人間として、社会の一員としていかに生きるのか、人間の在り方生き方について、先哲、あ

るいはいくつかの世界宗教の内容を偏見なく理解することを目標する。 

・世界の諸思想・宗教が、現代社会に生きるわれわれの生き方にどのように結びついているか、 

古代に始まり今も残る思想の現代的意味を理解することを目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

私はなぜ生きている

のか？ 他者のいる

社会と私の関係は？ 

等々、人間の生き方に

関わる基本的問題に

ついて、思想史上の多

くの思想家の考えを

紹介し、生きる上での

事柄に対する関心を

高め，みずから考える

力を養う。また現代社

会に次々に生起する

諸問題について考察

し、さらにそれら諸問

題に対し、自分はどう

考えるかという主体

的な姿勢を育む。 

現代社会に生きる一

人ひとが一市民とし

て社会を構成してい

ることを踏まえ、個人

としての私、類として

の人間、そして社会、

さらには主権を持つ

国民としての在り方

を基本に据え、自分に

関わる事柄から課題

を見いだし，人間とし

ての在り方生き方に

ついてみずから考え、

判断し、それをどう表

現するかを、話し合い

や討論で育成し、その

課程を評価する。 

古代ギリシャ哲学、

キリスト教、古代中

国思想、仏教、イスラ

ーム教などの宗教

や、近代以降の思想

が現代に生きる思想

であることを踏ま

え、現代社会の諸課

題とどう繋がるかを

原典資料にあたりな

がら、現代社会が学

ぶ も の は 何 か ？ 

等々、考える力を養

う。資料をじっくり

読み込み、それを読

解する力の育成をめ

ざし、評価する。 

現代社会の基本的

問題と今を生きる

人間としての在り

方生き方とに関わ

る基本的な事柄や，

学び方を理解し，そ

のための必須知識

を身に付けること

を目的とする。 

 大学入試二次試

験に対応できるよ

うに、資料読解と問

題点の理解と把握、

また自分の意見を

持ち、小論文を書く

力の育成を育む。 

評
価
方
法 

授業での観察 

質疑応答において自

ら考え主張できてい

るかを評価。 

定期考査 

グループ討論による

自分の意見のまとめ

を評価。 

定期考査 

小論文等 

定期考査 

復習テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

青
年
の
心
理 

・青年期の課題 

・人間とは何か？ 

・自分とは何か？ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○  

 

○ 

a:私とは何かを自分を題材に

考えなおす。特に私と他者と

の相違と関係性を考える。ま

た性格・パーソナリティにつ

いて学び、考察する。 

b：人間とは何か、という永遠

の課題を、猿人・原人に遡っ

て考察し、人間の特性を生徒

諸君とともに考える。 

c:つづいて「自分」について、

先哲たちが行った「定義」を

もとに考える。同時に青年期

にいる自分の心理について、

各自が主体的に考える。  

d:青年期の心理について、基礎

的な用語を正確に理解し、そ

れをもとに自分を題材に自分

の心理を考える。 

以上について、活発な意見交

換も評価基準にする。 

個別質疑 

 

対話 

 

討論 

 

人
間
と
し
て
の
自
覚
（西
洋
源
流
思
想
） 

・古代ギリシャ思想 

・キリスト教 

・イスラームの思想 

 

 

○  

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:「知恵を愛す」とは？につい

て、古代ギリシャの哲学者た

ちの思想を概観する。  

b:世界を席巻している一神教

の代表的な宗教、キリスト教

をユダヤ教との比較を通じ

て学び、考える。  

c : イスラーム教が広い地域

で支持されている世界宗教

であることを生徒諸君とと

もに考えたい。 

d:源流思想の正確な理解は、グ

ローバリズム社会を生きる

上での必須であることを踏

まえ、各々の源流思想の基礎

知識を正確に理解する。 

以上について、諸君が現代的視

野に立った視点で考えてい

るかも評価基準にする。 

定期考査 

対話 

討論 



前
期 

人
間
と
し
て
の
自
覚
（古
代
東
洋
源
流
） 

・仏教 

・古代中国思想 

 

○ 

○

○ 

○

○ 

○ 

○ 

a:日本人の生き方にも多大の

影響を今も与えている仏教

の教えをバラモン教など古

代インド思想に遡って学ぶ。  

b: 必要な原典を通読する。 

c:日本人の思考に大きな影響

を与えた儒家・道家の思想を

学び、現代日本の人びとの思

考との関わりを考察する。 

d:日本思想に大きな影響を与

えた東洋思想の原典にあた

り各用語を正確に理解する。 

以上、源流思想を基本的用語を

含めてしっかり理解してい

るかを評価基準とする。 

定期考査 

対話 

討論 

後
期 

現
代
を
生
き
る
人
間
の
倫
理
（近
代
の
思
想
） 

・ルネサンス 

・経験論と合理論 

・自由と平等 

→社会契約説 

→カント・ヘーゲル 

 功利主義 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:近代西欧世界の躍進の原動

力となったルネサンス期の

思考の転換を考察する。  

b:科学革命を支えた経験論と

合理論を考察する。  

C:ベーコンとデカルトの後継

思想の現代的意義を学ぶ 

d: 西欧市民社会を実現した基

本思想を学び、考察し、ドイ

ツ観念論とイギリス功利主

義の基礎知識を理解する。 

以上,二項対立的な考えを、諸

君がどのように理解してい

るかを評価基準にする。 

定期考査 

対話 

後
期 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚
（日
本
の
思
想
）
） 

・古代日本人の精神 

・仏教伝来と展開 

・日本的仏教の誕生 

 

 

・日本儒学 

・江戸時代民衆の思想 

・幕末・明治の思想 

・現代日本につながる思想 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:日本人の風土と伝統、そして

古代日本の倫理観を学ぶ。 

b:6世紀以降の日本人の心を大

きく捉えた仏教等を学ぶ。 

c:思想を社会的影響を含めて

理解する。 

d:日本思想が重層性を持って

いることを理解する。 

 

以上のことを、生徒諸君が巨視

的視点から理解しているか

を、記述問題等で測り、それ

を評価の基準とする。 

定期考査 

対話 

 

 

 

 

 

 

 

 



後
期 

現
代
に
生
き
る
人
間
の
倫
理
（近
現
代
の
思
想
） 

・人間の主体性を考える 

 →社会主義 

 →実存主義 

 →プラグマティズム 

・人間精神の深層を考える 

 →精神分析 

 →理性批判 

 →言語学と構造主義 

 →公正と正義 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○  

a:現代社会、特に 20 世紀の世

界を概観し、社会の在り方を

大きく変えた社会主義や 

現代人に生き方を再考させ

た実存主義・構造主義につ

いて学び、考察する。 

d:人間の心とは何かについて

基礎的な心理学・精神分析学

などを紹介する。また今に続

く問題を提起した諸思想を概

観する。 

以上を、現代と関連して理解し

ているかを評価基準とする。 

課外講習と

して行う。 

 

考査は行わ

ず、小テスト

等で評価 

後
期 

現
代
の
課
題
を
考
え
る 

  

・生命倫理 

・環境倫理 

・家族と地域社会 

 →少子化高齢化問題 

 →男女共同参画社会 

・情報社会 

・宗教と異文化理解 

・ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:社会を取り巻く諸問題を、21

世紀を生きる生徒諸君とと

もに考える。  

b:生命倫理・環境倫理を初め、

いずれも喫緊の課題であり 

 身近な問題であるので、生徒

諸君の意見を求めたい。  

c: 必要な諸資料を選択して，

活用する。 

d:国際平和，地域・民族問題，

国際社会における諸問題を

概観し，各自意見を述べあ

い、合意点を見つけるべく考

察する。 

以上を、生徒諸君が現代社会を

構成する一員として、どう捉

えているかを評価の基準と

する。 

課外講習と

して行う。 

 

考査は行わ

ず、小テスト

等で評価 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


